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技学イノベーション機器共⽤ネットワーク
最 終 成 果 報 告 会

令和元年度先端研究基盤共⽤促進事業
研究機器相互利⽤ネットワーク導⼊実証プログラム（SHARE）事業



簡単なアンケートにご協⼒ください。

【QUESTION1】
所属を教えてください。

【QUESTION2】
SHARE技学イノベーション機器共⽤ネットワークを知っていますか︖

Answer 1 ⼤学教職員（技科⼤）
Answer 2 ⼤学教職員（他⼤学）
Answer 3 ⾼専教職員

【QUESTION3】
機器の共⽤化に⼤事と思うことを選んでください（複数回答可能）

Answer 1 良く知っている
Answer 2 少し知っている
Answer 3 知っている
Answer 4 知らない

Answer 4 ⼤学・⾼専学⽣
Answer 5 企業関係者、
Answer 6, 公官庁関係者（公設試を含む）
Answer 7 その他

Answer 1 機器情報の公開
Answer 2 遠隔機器整備および活⽤
Answer 3 共同研究促進
Answer 4 ワンストップシステム

(予約→講習→利⽤→課⾦）

Answer 5 ボランティア精神
Answer 6 ⼈材育成

(⾼度分析技術を持つ⼈材）

Zoomの投票機能で⾏います



嵒嵊嵤崰機器活用協議会（ෘู）
峕峲峵本崵崫崰嵗嵤崗機能強化推進

岧目的岨長岡技科大-豊橋技科大-高専が一体とな峴、新たな研究機器相互利用崵崫崰嵗嵤崗嵊崯
嵓として岣技学崌崶嵁嵤崟嵏嵛機器共用崵崫崰嵗嵤崗岤の基盤峼構築し、長岡技科大周辺の複数企
業お峲峝新潟県工技総研峼協力機関として加え、産官学協働に峲峵研究機器の有効活用峼通
じ、地域全体の研究開発力の向上お峲峝高度分析技能峼持つ技術者育成に繋げ峵こと峼目指す。

⋇共用崵崫崰嵗嵤崗運営基ೕ峘構ണ
�機器情報の共有(本申請時72機器)
（機器の性能、測定例等）
�学外嵔嵛崧嵓崝嵤崸嵤での機器検索嵣利用予
約崟崡崮嵈の構築
�機器相互補完利用に関す峵協働組織構築

�共同機器講習会嵣崣嵇崲嵤嵣実技講習⇒崌嵛崡崰嵑崗崧嵤登録試験
�技術研究発表会
�崌嵛崡崰嵑崗崧嵤⇒崊崎崰嵒嵤崩型高度分析技能者の育成

⋉高度分ෲ技能峼持峍峉技術者育成
解決峃峣岷課題峒岝峇島峕向岻峉取組内容 ⋇～⋉
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長岡技科大崝崮嵑崌崰嵑嵄
（函館、鹿児島）

完全嵣半遠隔利用
（2年目～）

長岡技ఐ大

代表機関
機器情報共有

機器相互利用

完全嵣半遠隔利用
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長岡 富山ๅ岡

新೜浜 ಧు島ၽ館

¾機器相互利用崵崫崰嵗嵤崗
の使用方法等に関す峵
嵓嵤嵓の策定

¾機器共同利用に峲峵高専
連携の強化

¾機器共同利用峼通じた
産学連携の推進

¾高度分析技能人材の育成

全国高専ಉ峢峘展開
→全国高専峼ᇽ岼峵崵崫
崰嵗嵤崗峢峒拡大

岧代表機関岨長岡技術ఐ学大学(長岡技ఐ大)
岧実施機関岨豊橋技術科学大学(豊橋技科大)、高等専門学校(高専、7校) 岧協力機関岨新潟
県工業技術総合研究所(工技総研)、燕三条地場産崣嵛崧嵤、企業9社(うち機器嵉嵤崓２社)

先ഈ研究基ೕ共用യ進事業（研究機器相൩利用崵崫崰嵗嵤崗導入実証崿嵕崘嵑嵈）

技学崌崶嵁嵤崟嵏嵛機器共用崵崫崰嵗嵤崗

崵崫崰嵗嵤崗全体の共用
嵊崯嵓構築の先導

近遠高専との共用嵣
人材育成嵊崯嵓構築

企業に峲峵機器利用
お峲峝人材育成嵊崯嵓構築

三機関連携事業に峲峵
両技科大嵤全国立高専
峢のGI-net(崮嵔崻会議崟

崡崮嵈)整備

学長戦略経費に峲峵
機器遠隔利用崟崡崮
嵈の構築と学内遠隔

利用試行

学長戦略経費に峲峵
長岡技科大嵤高専嵤企
業間での共同研究の推
進（連携強化）
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⋈೫࿒機器ඝ作崟崡崮嵈峘構ണ
�IoT峼活用した完全遠隔(4機器)お峲峝半遠隔
操作(22機器)に峲峵機器利用崟崡崮嵈の構築
�試料搬送嵣情報崣崕嵍嵒崮崋崟崡崮嵈の確立
౥全೫࿒ඝ作：現地
崝嵅嵤崰崡崧崫崽に最初
の試料崣崫崮崋嵛崘峼任
せ、IoT崬嵤嵓の嵒嵊嵤崰
崯崡崗崰崫崿機能峼使い、
遠隔地か峳単独で分
析操作峼実現
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半೫࿒ඝ作：崮嵔崻会議崟崡
崮嵈峼使用し、観察画面峼遠
隔地峢転送しなが峳、現地崝
嵅嵤崰崡崧崫崽に峲峵試料崣崫
崮崋嵛崘、機器操作お峲峝崯嵤
崧転送峼通じて遠隔地か峳の
協働的な分析操作峼実現

೫࿒地岵峳峘半೫࿒利用峕峲峵
ႀ๶ྰ(TEM)観察
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峏岹峴研究峘質峘高度化
嵣嵊崶峏岹峴地域企業峘研
究力向上(地方൉生)

本事業ỉ展開と効果

機器嵉嵤崓嵤峒峘೫࿒利用峘実証実験

完全嵣半遠隔利用(2年目～)
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令和2年度第3次補正予算「先端研究設備整備補助事業
（研究施設・設備・機器のリモート化・スマート化 ）」

1. 提案内容の概要(実施方針、共用体制)

¾モノづくり研究教育の質の高度化
¾アウトリーチ型高度分析技能を
持つ若手研究者・技術者の育成

¾本学・高専の研究力強化
¾論文数・出願特許の増加
¾国際共著論文数の増加

¾高性能分析機器を利用した原理原則
に基づいた地域モノづくり力の強化
¾高度分析技能を持つ人材育成

地方創生
科学技術立国

本事業にてSHARE事業「技学イノベーション機器共用ネット
ワーク」構想をスマート化・高度化・グローバル化へと展開

平成30年度
学⻑戦略経費

機器遠隔利⽤システムの
構築と学内遠隔利⽤試⾏

令和2年度
第2次補正予算

「 先端研究設備整備
補助事業」

機器遠隔操作システムの開発（ 本学独⾃）
遠隔機器を利⽤した実践的講義（ 学内）
教育環境での遠隔操作実証実験（ 学内）

令和元年度

先端研究基盤共用促進事業
研究機器相互利用ネッ ト

ワーク導入実証プログラム

(SHARE)事業

遠隔機器の整備（ ⾃動化、⾼機能化）
技学イノベーション共⽤機器ネットワーク構築

遠隔化機器の研究・教育利⽤への展開（ 学外）
豊橋技術科学⼤学・⾼専への遠隔機器の設置

遠隔機器の整備によるコロナ禍３ 密防⽌
ロックダウン下での機器遠隔での研究継続
VPNネットワークの構築（ 学内外）

機器メーカーと連携した遠隔機器操作性向上
機器メーカーと連携したセキュリティー向上

SHARE事業「技学イノベーション機器共用ネットワーク」

�研究機器の遠隔操作システム
を独自に開発

�学内の講義や実習等に利用し、
有用性を実証

¾研究・教育のデジタル･トランス
フォーメーション(DX)化およびそれを
先導できる人材育成

� 「技学イノベーション機器共用ネッ
トワーク」を構築

�国内外機関からの機器遠隔操作も
十分可能であることを実証し、

�研究・教育の高度化に貢献

�機器メーカーへの情報提供

�VPN回線を設置してセキュリティを強化
�操作性の高い遠隔操作パネルやタッチ
パネルでの遠隔利用

�コロナ禍対策（３密防止、ロックダウン）
にも有用であることを実証

�機器メーカーとの情報共有と遠隔試行

独自操作遠隔システム

講義での利用 海外協定校との協働測定

遠方高専からの遠隔測定 VPN回線 遠方高専からのタッチパネル
での遠隔操作

VPN回線 鹿児島長島町
からの遠隔操作パネルでの電子顕微鏡観察

本学・全国高専周辺の企業等を巻き込んだ産学共同研究を通じた地域の研究･教育力向上

令和３年度先端研究機器共用促進事業
（コアファシリティ構築支援プログラム）

�両技科大-全国高専で研究機器の
コアファシリティ化を図る仕組みの構築

�本学周辺および全国高専周辺の企業との
共同研究に展開

�遠隔機器を用いた共同研究の世界展開

グローバル技学イノベーション
共用機器ネットワーク

申請予定

平成30年度
学長戦略経費

機器遠隔利用システムの
構築と学内遠隔利用の試行

令和元年度
先端研究基盤共用促進事業
研究機器相互利用ネット
ワーク導入実証プログラム

（SHARE）事業

令和2年度
第２次補正予算
「先端研究設備整備

補助事業

｝貢献

¾ 高度グローバル支援できる特徴ある高機能を備えた遠
隔機器の導入とそれらのVPN回線網への計画的整備
→ 新規導入機器および遠隔化システムの詳細は次ページ参照

¾ 機器メーカーとの強力な連携を通じた遠隔システムの
定期的なブラッシュアップによるスマート化

¾ 機器メーカーとの強力な連携を通じた遠隔講習システム
の構築と高度分析技能技術者の育成

¾ 複数機関が協働した講義・実験・実習への遠隔機器の
利用および講義・講習用オンデマンド教材の作成・共用

¾ 新たな受益者負担制度（機器の特徴により利用料金を
増額）による機器の安定運用と研究環境整備
→40歳未満若手研究者への優遇支援
→投稿論文数、特許出願数の成果に応じた優遇支援

令和2年度第3次補正予算「先端研究設備整備
補助事業（研究施設・整備・機器の

リモート化・スマート化 ）

本申請

1

平成30年度
学⻑戦略経費

機器遠隔利⽤システムの
構築と学内遠隔利⽤の試⾏

令和2年度第3次補正予算「先端研究設備整備補助事業」
「研究施設・設備・機器のリモート化・スマート化」

令和2年度第2次補正予算
「先端研究設備整備補助事業]

研究活動再開等のための研究設備の遠隔化・⾃動化による環境整備
令和2年度第2次補正予算「先端研究設備整備補助事業
（研究活動再開等のための研究設備の遠隔化・⾃動化による環境整備）」

⼤学や研究者への⽀援・研究基盤の強化 ◆研究現場の環境整備を通じた研究活動の再開・継続への⽀援 30 億円
博⼠課程学⽣等が研究活動を速やかに再開・継続できるよう, 研究設備の遠隔化・⾃動化によって実験等が可能となるような環境の整備を図る。
既存設備・機器に、遠隔化機能や⾃動化機能を付加するための設備整備費を補助（研究設備関係が21億円分（1⼤学1億円程度））,
バイオリソース関係9億円）*対象機器は共同利⽤設備且つ課⾦制度があるもの、個⼈研究者の機器は対象としない。

本
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#
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究
設
備

遠
隔
*
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動
化

平成30年度
学⻑戦略経費

機器遠隔利⽤システ
ムの構築と学内遠隔

利⽤試⾏

令和2年度
第2次補正予算

「先端研究設備整備
補助事業」採択

91機関申請
30機関採択20機関申請、4機関採択

材料機器分析特論(新設)
（⼤学院講義）での活⽤

本学の申請ポイント
✔整備してきた完全遠隔機器（7台)半遠隔機器(14台）
に加えて、機器メーカーと連携し、さらにセキュリティーや操作性
を重視した⾃動化・遠隔化を提案

✔学外からの遠隔操作を提案
（XRD操作専⽤端末︓夢想像ラボ（函館⾼専内), 夢想像キャンパス
（⿅児島県 ⻑島町役場内)、⻑岡⾼専)
電⼦顕微鏡操作パネル︓SHARE実施機関5⾼専）

✔遠隔講習を推進（アーカイブ化、スマートグラス）(３密防⽌対策）
学⻑戦略経費およびSHARE事業で整備した遠隔機器

「先端研究設備整備補助事業（研究活動再開等のための研究設備の遠隔化・⾃動化による環境整備）」公募内容

コロナ渦対策

遠隔利用に対する
課題抽出・解決策検討

遠隔システム
構築 令和元年度

先端研究基盤共用促進事業
研究機器相互利用ネット
ワーク導入実証プログラム

(SHARE)事業
「技学イノベーション機器
共⽤ネットワーク」採択

遠隔機器
学内試行実験

遠隔機器
学内外実証実験

リモート機器活用協議会（仮称）
による本ネットワーク機能強化推進

【目的】長岡技科大-豊橋技科大-高専が一体となり、新たな研究機器相互利用ネットワークモデ
ルとして「技学イノベーション機器共用ネットワーク」の基盤を構築し、長岡技科大周辺の複数企
業および新潟県工技総研を協力機関として加え、産官学協働による研究機器の有効活用を通
じ、地域全体の研究開発力の向上および高度分析技能を持つ技術者育成に繋げることを目指す。

①共用ネットワーク運営基盤の構築
◆機器情報の共有(本申請時72機器)
（機器の性能、測定例等）
◆学外レンタルサーバーでの機器検索・利用予
約システムの構築
◆機器相互補完利用に関する協働組織構築

◆共同機器講習会・セミナー・実技講習⇒インストラクター登録試験
◆技術研究発表会
◆インストラクター⇒アウトリーチ型高度分析技能者の育成

③高度分析技能を持った技術者育成
解決すべき課題と、それに向けた取組内容

公
設
試

新潟県
工技総研

機器相
互利用

機器
情報
共有

試験的
遠隔利用

技術相談、測定依頼、
機器借用、受託研究員の派遣

技術相談、測定依頼、機器借用

技
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
器

共
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

高
等
教
育
機
関

豊橋
技科大

（実施機関）

機器相互利用

機器情報共有

完全・半遠隔利用

長岡技科大サテライトラボ
（函館、鹿児島）

完全・半遠隔利用
（2年目～）

長岡技科大

代表機関
機器情報共有

機器相互利用

完全・半遠隔利用

高専（実施機関）
近
隣
４
高
専
遠
方
３
高
専

長岡 富山鶴岡 群馬

新居浜 鹿児島函館

➢機器相互利用ネットワーク
の使用方法等に関する
ルールの策定

➢機器共同利用による高専
連携の強化

➢機器共同利用を通じた
産学連携の推進

➢高度分析技能人材の育成

全国高専等への展開
→全国高専を繋げるネッ
トワークへと拡大

【代表機関】長岡技術科学大学(長岡技科大)
【実施機関】豊橋技術科学大学(豊橋技科大)、高等専門学校(高専、7校) 【協力機関】新潟
県工業技術総合研究所(工技総研)、燕三条地場産センター、企業9社(うち機器メーカ２社)

先端研究基盤共用促進事業（研究機器相互利用ネットワーク導入実証プログラム）

技学イノベーション機器共用ネットワーク

ネットワーク全体の共用
モデル構築の先導

近遠高専との共用・
人材育成モデル構築

企業による機器利用
および人材育成モデル構築

三機関連携事業
による両技科大ー全国立
高専へのGI-net(テレビ
会議システム)整備

学長戦略経費による
機器遠隔利用システ
ムの構築と学内遠隔

利用試行

学長戦略経費に
よる長岡技科大ー高
専ー企業間での共同研
究の推進（連携強化）

取
組
状
況

②遠隔機器操作システムの構築
◆IoTを活用した完全遠隔(4機器)および半遠隔
操作(22機器)による機器利用システムの構築
◆試料搬送・情報セキュリティシステムの確立
完全遠隔操作：現地
サポートスタッフに最初
の試料セッティングを任
せ、IoTツールのリモート
デスクトップ機能を使い、
遠隔地から単独で分
析操作を実現

遠隔地から
の完全遠隔
利用による
顕微鏡
(SEM)観察

操作 画像

半遠隔操作：テレビ会議シス
テムを使用し、観察画面を遠
隔地へ転送しながら、現地サ
ポートスタッフによる試料セッ
ティング、機器操作およびデー
タ転送を通じて遠隔地からの
協働的な分析操作を実現

遠隔地からの半遠隔利用による
顕微鏡(TEM)観察

画像転送

操作依頼

現地サポート現地機器

遠隔利用側

遠隔利用側

活用

促進

・高専・地方大学のモノ
づくり研究の質の高度化
・モノづくり地域企業の研
究力向上(地方創生)

本事業の展開と効果

機器メーカーとの遠隔利用の実証実験

完全・半遠隔利用(2年目～)

企
業
な
ど

新潟県内企業など ＋連携先
大学・高専
の周辺に
ある企業（公財）燕三条地場産業

振興センター

⻑岡技⼤の機器共⽤化（特に遠隔化）と今後の展開

４⽉以降の展開

コロナ３密防⽌

③⾼度分析技能を持った技術者育成

②遠隔機器操作システムの構築

①共⽤ネットワーク運営基盤の構築



キックオフシンポジウム
令和元年９⽉10⽇

最終成果報告会
令和3年3⽉15⽇

中間成果報告会
令和2年7⽉16⽇

本⽇開催

対⾯約70名

対⾯約50名

対⾯約30名

オンライン約90名

オンライン約90名

オンライン約90名

オンライン約20名

オンライン
100名(予定)

学内 102名, 学外 108名

SHAREイベント関係 実施報告

コロナ禍

令和元年度 令和2年度

https://www.nagaokaut.ac.jp/project/share/index.html

オンライン 210名

キックオフ
技術者交流発表会
遠隔機器講習会

中間成果報告会
分析技術者交流発表会
分析機器講習会
SHARE機器交流会
遠隔操作説明会

最終成果報告会
オンライン

遠隔機器⾒学会

③⾼度分析技能を持った技術者育成



SHARE技術補佐員
補佐員, 学⽣RA

機器の
メンテナンス
（遠隔機器）

受託研究員
との協働測定

外部依頼
分析

外部利⽤者
への講習

技術職員

共同研究
における分析

講習アーカイブ
の作成

学内教員
SHARE

コーディネーター

情報発信HPの管理
（機器検索システム、学習⽀援システム）

技学イノベーション機器共用NWにおける技術職員の役割
（両技科大ー高専（＋周辺大学）） 技術職員の情報共有、交流）

周辺大学との技術職員の
機器情報共有

教員と⼀体となった技術職員（技術職員のみならず）育成、そのキャリアパス︕

③⾼度分析技能を持った技術者育成



https://www.nagaokaut.ac.jp/project/share/media_report.html
令和元年7⽉30⽇ ⽇刊⼯業新聞
【⼤学･⾼専機器、遠隔で相互
利⽤ ⻑岡技科⼤が構築へ】

令和2年7⽉8⽇ ⽇本経済新聞
【実験もテレワーク、新潟の
⼤学など遠隔対応急ぐ】

令和2年11⽉12⽇ ⽇本経済新聞
【実験もテレワーク、新潟の⼤
学など遠隔対応急ぐ】

令和2年1⽉7⽇ ⽇刊⼯業新聞
【研究開発が開く未来 課題
と展望／広がる機器の遠隔・

⾃動化】

令和3年1⽉8⽇ ⽇刊⼯業新聞
【経営ひと⾔/⻑岡技術科学⼤学分析
計測センター・⿑藤信雄副センター

⻑「特⾊⽣かす」】

令和3年1⽉29⽇ ⽇本経済新聞
【研究開発DX、成果素早く
仮想空間や秘密計算活躍】

令和3年2⽉29⽇ ⽇本経済新聞
【⻑岡技科⼤、研究機器のDX
加速 遠隔対応機器4台増】

SHARE事業に関する報道 報告

⽇刊⼯業新聞様、⽇本経済新聞様 ︓ 記事にしていただきありがとうございました︕



「技学イノベーション機器共用ネットワーク」
内の遠隔機器登録台数の推移
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鹿児島高専

新居浜高専

長岡高専
長岡技科大

豊橋技科大

鶴岡高専

群馬高専
富山高専

長岡技大-鹿児島高専
サテライトキャンパス
長島大陸夢創造
キャンパス

長岡技大-函館高専
サテライトキャンパス
夢創造ラボ函館

VPN

SHARE阪奈NW

インド工科大
マドラス校

マレーシア
科学技術大学

タイ
ラジャマンガラ工科大タンヤブリ校

タイ
チュラロンコン大学

海外展開

VPN

新潟県工技総研

VPN

VPN

VPN

VPN
VPN

VPN

VPN

VPN

函館高専

VPN

図4 SHARE事業および2次補正事業にて整備した技学イノベーション
遠隔機器システム

遠隔機器提供
︓⻑岡技⼤24台、豊橋技科⼤3台、⻑岡⾼専２台、鶴岡⾼専３台、群⾺⾼専２台、富⼭⾼専２台

◆半遠隔→完全遠隔 : ⻑岡技科⼤、豊橋技科⼤、群⾺⾼専
◆既存機器の遠隔化のみならず各機関で新規購⼊した機器の遠隔化（⻑岡技科⼤、群⾺⾼専）
◆遠隔利⽤のニーズに応じた遠隔化機器の変更（⻑岡⾼専）

SHARE事業を超えて遠隔機器を整備（それぞれの機関負担での整備を含む）

遠隔機器の整備状況
https://www.nagaokaut.ac.jp/project/share/list_equip.html

②遠隔機器操作システムの構築



機器PCHDMI

HDMI
Splitter

Capture

LAN

USB

*複数モニター、PCの場合はHDMIセレクター

OBS
キャプチャーソフト

遠隔地PC

LAN

WAN接続
TV会議

Remote desktop

長岡技大
→ NUTシステム

接続⽅式 接続⽅式
次のページで説明

日本電子
→ WEB立会システム

日立ハイテク
→ ExTOPE(一部完全遠隔）

システム構成は
比較的簡単！

セキュリティーは？
VPN-TV会議システム

半遠隔と完全遠隔接続 説明と接続⽅法

半遠隔

②遠隔機器操作システムの構築



リガクサーバー
リガク

クライアントPC
VPN ルータ VPNルータ

VPNトンネル

固定IP 固定IP

LANLAN*

完全遠隔利用(学内外、VPN回線, リガクXRD）

LAN接続
リガクソフト
ローカルエリア

機器PC 遠隔地PC

LAN* LAN*

LAN接続
P to P Remote
LAPLINK, NETOP

WAN接続
TV会議

Remote desktop中間PC

LAN LAN

*LAN端子増設(USB-LANアダプター)

完全遠隔利用(学内外、通常回線）

VPNによるセキュリティー強化

USB操作パネルによる操作性向上
VPN下でのデータ転送

【利点】

【問題点】
システムが複雑、熟練が必要

LAN

遠隔地PC

LAN

完全遠隔利用(KVM + (VPN))Enterprise Solutions

KN1000

1、PCやアナログKVMスイッチの遠隔操作を実現する1ポートリモートアクセスユニット
PCやアナログKVMスイッチとキーボード・モニター・マウスの間に本製品を接続することで、これらの機器に対してTCP/IPネットワーク経由でリモートアクセスできるようにな
ります。コンソール操作には標準的なWebブラウザを使用します。また、ソフトウェアベースのリモートアクセスソリューションとは異なり、コンピューターのBIOSレベルから操
作できますので、リモートからも大半のメンテナンスが可能になります。

2、接続されたコンピューターの電源制御が可能
本製品では、コンソール操作に加えて接続機器の電源ON/OFFといった電源制御もTCP/IPネットワーク経由で可能になります。本製品を導入することによって、電源操作のた
めだけに現場に足を運ぶ必要がなくなりますので、移動にかかる時間・労力・コストが大幅に削減できます。

3、バーチャルメディア機能により、
クライアント側に接続されたメディアをローカルPCにマウント可能リモート側のコンピューターに接続されたUSBフラッシュメモリ、DVD、CD-ROM等を製品に接続されたコ
ンピューターにマウントさせることが可能です。サーバーOSのパッチインストールやファイル転送といった作業も自分の席から行うことができ、作業の効率化が図れます。

4、ローカルとリモートのマウスを自動同期する「マウスダイナシンク機能」対応(PCとの接続時のみ利用可能)
リモート画面の操作を始めると、リモート側のマウスはローカル側のマウスに自動同期しますので、定期的に同期設定を行う煩わしさも軽減され、快適に作業を行うこと
ができます。

1

ポイント

KN1000は、PCやアナログKVMスイッチに遠隔操作機能を付加できる、1ポートのリモートアクセスユニットです。本製品をこれらのデバイスとキーボード・モニター・マウスと
の間に接続することによって、コンソール操作や電源制御をブラウザや専用アプリケーションを介して実行することができます。電源制御は電源ON/OFFの実行が可能です。
OSはマルチプラットフォーム(Windows、Mac、Linux、Sun、シリアル)対応で、接続インターフェースはPS/2とUSBの両方に対応のため、様々な種類のPCに接続してお使いいた
だけます。また、バーチャルメディア機能を使えば、サーバーへのファイル転送やアプリケーションのイ
ンストール等の作業が効率的に行えます。
本製品はハードウェアレベルでのリモートアクセスが可能なため、BIOSレベルから操作できるのが特
長です。コンピューターのリモート管理に十分な本製品を導入することで、オンサイトでのメンテナン
スの回数を最小限に抑えることができます。
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KVM
ケーブル

D-SUB

VPN VPN

WinXP
Linux

Wifiルーター（固定IP)での接続も検討

JSM-IT200用 オ䝨䝺䞊シ䝵䞁䝟䝛䝹

䞉各種䝬䝙䝳ア䝹機能搭載
䠄䝣ォ䞊カス調整䞉ス䝔ィグ䝬調整䞉コ䞁䝖䝷ス䝖、䝤䝷イ䝖䝛ス調整䞉倍率調整䞉䝥䝸セッ䝖倍率設定䠅

䞉スキ䝱䞁䝰䞊䝗切替 (RDC、FAST、SLOW、PHOTO、CF、FREEZE)
䞉各種オ䞊䝖機能搭載䠄オ䞊䝖䝣ォ䞊カス䞉オ䞊䝖ス䝔ィグ䝬䞉オ䞊䝖コ䞁䝖䝷ス䝖䝤䝷イ䝖䝛ス䠅
䞉各種ス䝔䞊ジ機能搭載䠄ス䝔䞊ジ制御䞉イ䝯䞊ジシ䝣䝖䞉イ䝯䞊ジシ䝣䝖䝸セッ䝖䠅

JSM-IT200ἉἼὊἌは、つộỚ操作ử追加すỦことができộす。
ἑἕἓἣ἟ἽにợỦ操作と併用すỦことができộす。

倍率、ἧỻὊỽἋ、明Ủさ、ἅὅἚἻἋἚ、非点補正、
ἴὊἑ駆動ἋἘὊἊなどử、手動つộỚ感覚で操作すỦことができộす。

技術資料

Scanning Electron Microscope

日立㉮査㟁子㢧微㙾特別付属品

操作部名称 峎峨峩、嵄崧嵛名 用 途

倍率操作部
MAGNIFICATIONつ峨峩 倍率峼変化させ峨す。時計方向回転で倍率が上昇

LOW MAGつ峨峩 現在峘観察条件峕おけ峵最低倍率峕倍率峼設定

崌嵉嵤崠崟崽崰部 IMAGE SHIFT X、Yす峨峩 崌嵉嵤崠崟崽崰（電子崻嵤嵈位置峼移動）で視野峼移動

非点収差補正嵣軸調整部

STIGMATOR／ALIGNMENT X、Yつ峨峩
非点収差補正と、崊嵑崌嵉嵛崰調整峕共用
緑色峘STIGMATOR嵑嵛崿が点灯してい峵とき峙非点収差補正黄色峘
ALIGNMENT嵑嵛崿が点滅してい峵とき峙崊嵑崌嵉嵛崰調整

MODE嵄崧嵛
軸調整［Aligh.］嵊嵤崱峼起動
崊崹嵤崩嵋嵤調整嵊嵤崱 [Aperture Aligh.] が起動し、
さ峳峕嵄崧嵛峼押すた峝峕嵊嵤崱峼変更

画像調整部

CONTRASTつ峨峩 画像峘崛嵛崰嵑崡崰峼調整

BRIGHTNESSつ峨峩 画像峘明峵さ峼調整

AUTO嵄崧嵛 明峵さ、崛嵛崰嵑崡崰峘自動調整峼実行

機能操作部

SCAN1～SCAN3嵄崧嵛
崡崕嵋嵛崡崼嵤崱峼設定し峨す
SCAN1 嵄崧嵛峙Fast、SCAN2嵄崧嵛峙Slow、
SCAN3嵄崧嵛峙Reduce峕設定

RUN／FREZ嵄崧嵛 観察中峘崡崕嵋嵛峼停止
崡崕嵋嵛停止時峕峬う一度嵄崧嵛峼押すと、崡崕嵋嵛峼再開

CAPT嵄崧嵛 画像峼崕嵋崿崩嵋（崽嵔嵤嵈先頭か峳新た峕取峴込峽でか峳保存）

崽崑嵤崓崡調整部
FOCUS COARSE、FINEつ峨峩

電子崻嵤嵈峘崽崑嵤崓崡位置調整
COARSE峙粗調整、FINE峙微調整峕使用
つ峨峩峘回転量峕対す峵崽崑嵤崓崡位置峘変化量峙倍率峕連動してお峴、
高倍率峕峔峵峥ど微調整が可能です

AUTO嵄崧嵛 崽崑嵤崓崡位置峘自動調整峼実行

日立 FlexSEM1000Ⅱ走査電子顕微鏡峘特別崒崿崟嵏嵛峼ご紹介いたし峨す。

FlexSEM1000Ⅱ操作䝟䝛䝹

崌嵉嵤崠崟崽崰操作部

倍率操作部

非点収差補正嵣軸調整部

画像調整部

崽崑嵤崓崡調整部

機能操作部

操作崹崵嵓 P/N:56E-0014
機器PC 遠隔地PC

VPN ルーター VPNルーター

USB操作パネル

VPNトンネル

固定IP 固定IP

LAN

LAN接続
P to P Remote
LAPLINK

USB NETWORK GATE USB NETWORK GATE

LAN*

*LAN端子増設(USB-LANアダプター)

マウス**USBWETWORK or P to P remote キーボード*

完全遠隔利用2(学内外、VPN回線）

P to P TV会議システム

技術資料

Scanning Electron Microscope

日立㉮査㟁子㢧微㙾特別付属品

操作部名称 峎峨峩、嵄崧嵛名 用 途

倍率操作部
MAGNIFICATIONつ峨峩 倍率峼変化させ峨す。時計方向回転で倍率が上昇

LOW MAGつ峨峩 現在峘観察条件峕おけ峵最低倍率峕倍率峼設定

崌嵉嵤崠崟崽崰部 IMAGE SHIFT X、Yす峨峩 崌嵉嵤崠崟崽崰（電子崻嵤嵈位置峼移動）で視野峼移動

非点収差補正嵣軸調整部

STIGMATOR／ALIGNMENT X、Yつ峨峩
非点収差補正と、崊嵑崌嵉嵛崰調整峕共用
緑色峘STIGMATOR嵑嵛崿が点灯してい峵とき峙非点収差補正黄色峘
ALIGNMENT嵑嵛崿が点滅してい峵とき峙崊嵑崌嵉嵛崰調整

MODE嵄崧嵛
軸調整［Aligh.］嵊嵤崱峼起動
崊崹嵤崩嵋嵤調整嵊嵤崱 [Aperture Aligh.] が起動し、
さ峳峕嵄崧嵛峼押すた峝峕嵊嵤崱峼変更

画像調整部

CONTRASTつ峨峩 画像峘崛嵛崰嵑崡崰峼調整

BRIGHTNESSつ峨峩 画像峘明峵さ峼調整

AUTO嵄崧嵛 明峵さ、崛嵛崰嵑崡崰峘自動調整峼実行

機能操作部

SCAN1～SCAN3嵄崧嵛
崡崕嵋嵛崡崼嵤崱峼設定し峨す
SCAN1 嵄崧嵛峙Fast、SCAN2嵄崧嵛峙Slow、
SCAN3嵄崧嵛峙Reduce峕設定

RUN／FREZ嵄崧嵛 観察中峘崡崕嵋嵛峼停止
崡崕嵋嵛停止時峕峬う一度嵄崧嵛峼押すと、崡崕嵋嵛峼再開

CAPT嵄崧嵛 画像峼崕嵋崿崩嵋（崽嵔嵤嵈先頭か峳新た峕取峴込峽でか峳保存）

崽崑嵤崓崡調整部
FOCUS COARSE、FINEつ峨峩

電子崻嵤嵈峘崽崑嵤崓崡位置調整
COARSE峙粗調整、FINE峙微調整峕使用
つ峨峩峘回転量峕対す峵崽崑嵤崓崡位置峘変化量峙倍率峕連動してお峴、
高倍率峕峔峵峥ど微調整が可能です

AUTO嵄崧嵛 崽崑嵤崓崡位置峘自動調整峼実行

日立 FlexSEM1000Ⅱ走査電子顕微鏡峘特別崒崿崟嵏嵛峼ご紹介いたし峨す。

FlexSEM1000Ⅱ操作䝟䝛䝹

崌嵉嵤崠崟崽崰操作部

倍率操作部

非点収差補正嵣軸調整部

画像調整部

崽崑嵤崓崡調整部

機能操作部

操作崹崵嵓 P/N:56E-0014

完全遠隔接続⽅式

【利点】
システムが簡単

【問題点】
セキュリティー
データ転送が必要
zoom :パスコード、待機室でOK︖

【利点】
セキュリティー
VPN下でのデータ転送

【問題点】
コスト、ライセンス

【利点】
ネットワークに接続できないPC
でもOK

【問題点】
安定性、速度、画⾯

②遠隔機器操作システムの構築



完全遠隔接続⽅式（全接続）

⻑岡技⼤の技術職員はOK。。。
でも複雑。。。。

ポリコムのような⼀体型の端末があれば。。
機器メーカーさんのシステムの中に標準で組み込む。。

→ 企業さん︓ご興味、ご要望があれば本NWが参画します。

JSM-IT200用 オ䝨䝺䞊シ䝵䞁䝟䝛䝹

䞉各種䝬䝙䝳ア䝹機能搭載
䠄䝣ォ䞊カス調整䞉ス䝔ィグ䝬調整䞉コ䞁䝖䝷ス䝖、䝤䝷イ䝖䝛ス調整䞉倍率調整䞉䝥䝸セッ䝖倍率設定䠅

䞉スキ䝱䞁䝰䞊䝗切替 (RDC、FAST、SLOW、PHOTO、CF、FREEZE)
䞉各種オ䞊䝖機能搭載䠄オ䞊䝖䝣ォ䞊カス䞉オ䞊䝖ス䝔ィグ䝬䞉オ䞊䝖コ䞁䝖䝷ス䝖䝤䝷イ䝖䝛ス䠅
䞉各種ス䝔䞊ジ機能搭載䠄ス䝔䞊ジ制御䞉イ䝯䞊ジシ䝣䝖䞉イ䝯䞊ジシ䝣䝖䝸セッ䝖䠅

JSM-IT200ἉἼὊἌは、つộỚ操作ử追加すỦことができộす。
ἑἕἓἣ἟ἽにợỦ操作と併用すỦことができộす。

倍率、ἧỻὊỽἋ、明Ủさ、ἅὅἚἻἋἚ、非点補正、
ἴὊἑ駆動ἋἘὊἊなどử、手動つộỚ感覚で操作すỦことができộす。

機器PCHDMI 遠隔地PC
HDMI VPN ルーター VPNルーター

USB操作パネル,タッチパネル

VPNトンネル

固定IP

固定IP LAN

LAN接続
P to P Remote
LAPLINK,NETOP

USB NETWORK GATE
USB NETWORK GATE

LAN*

教育研究フルオプション遠隔操作システム

Splitter

Capture P to P TV会議システム

USB

OBS
キャプチャーソフト

LAN

スマートグラス
スパンチルトカメラ

技術資料

Scanning Electron Microscope

日立㉮査㟁子㢧微㙾特別付属品

操作部名称 峎峨峩、嵄崧嵛名 用 途

倍率操作部
MAGNIFICATIONつ峨峩 倍率峼変化させ峨す。時計方向回転で倍率が上昇

LOW MAGつ峨峩 現在峘観察条件峕おけ峵最低倍率峕倍率峼設定

崌嵉嵤崠崟崽崰部 IMAGE SHIFT X、Yす峨峩 崌嵉嵤崠崟崽崰（電子崻嵤嵈位置峼移動）で視野峼移動

非点収差補正嵣軸調整部

STIGMATOR／ALIGNMENT X、Yつ峨峩
非点収差補正と、崊嵑崌嵉嵛崰調整峕共用
緑色峘STIGMATOR嵑嵛崿が点灯してい峵とき峙非点収差補正黄色峘
ALIGNMENT嵑嵛崿が点滅してい峵とき峙崊嵑崌嵉嵛崰調整

MODE嵄崧嵛
軸調整［Aligh.］嵊嵤崱峼起動
崊崹嵤崩嵋嵤調整嵊嵤崱 [Aperture Aligh.] が起動し、
さ峳峕嵄崧嵛峼押すた峝峕嵊嵤崱峼変更

画像調整部

CONTRASTつ峨峩 画像峘崛嵛崰嵑崡崰峼調整

BRIGHTNESSつ峨峩 画像峘明峵さ峼調整

AUTO嵄崧嵛 明峵さ、崛嵛崰嵑崡崰峘自動調整峼実行

機能操作部

SCAN1～SCAN3嵄崧嵛
崡崕嵋嵛崡崼嵤崱峼設定し峨す
SCAN1 嵄崧嵛峙Fast、SCAN2嵄崧嵛峙Slow、
SCAN3嵄崧嵛峙Reduce峕設定

RUN／FREZ嵄崧嵛 観察中峘崡崕嵋嵛峼停止
崡崕嵋嵛停止時峕峬う一度嵄崧嵛峼押すと、崡崕嵋嵛峼再開

CAPT嵄崧嵛 画像峼崕嵋崿崩嵋（崽嵔嵤嵈先頭か峳新た峕取峴込峽でか峳保存）

崽崑嵤崓崡調整部
FOCUS COARSE、FINEつ峨峩

電子崻嵤嵈峘崽崑嵤崓崡位置調整
COARSE峙粗調整、FINE峙微調整峕使用
つ峨峩峘回転量峕対す峵崽崑嵤崓崡位置峘変化量峙倍率峕連動してお峴、
高倍率峕峔峵峥ど微調整が可能です

AUTO嵄崧嵛 崽崑嵤崓崡位置峘自動調整峼実行

日立 FlexSEM1000Ⅱ走査電子顕微鏡峘特別崒崿崟嵏嵛峼ご紹介いたし峨す。

FlexSEM1000Ⅱ操作䝟䝛䝹

崌嵉嵤崠崟崽崰操作部

倍率操作部

非点収差補正嵣軸調整部

画像調整部

崽崑嵤崓崡調整部

機能操作部

操作崹崵嵓 P/N:56E-0014

②遠隔機器操作システムの構築



現地利⽤および遠隔利⽤（コロナ対策含む）実証実験

https://www.nagaokaut.ac.jp/project/share/use_equipment.html

現地利⽤（⼯技総研を含む）︓101件 , 遠隔利⽤（3密防⽌, 海外含む）︓175件

詳しくは、SHARE HPで公開、この後の実施機関、協⼒機関さんからの報告
①共⽤ネットワーク運営基盤の構築

②遠隔機器操作システムの構築

検討中 → 遠隔利⽤に対する仕組み



DXを活⽤した機器講習（教育）学習コンテンツの作成

機器メンテナンス2

機器講習2

◆アウトリーチ型⾼度分析技術者の育成
◆講習コンテンツの充実（機器メーカーとの連携）
◆学習⽀援システムILIASの活⽤

機器メンテナンス1 その他1

機器講習1

VIDEO

VIDEO VIDEO VIDEO

機器講習3
ILIAS – SHARE → https://mst.gigakunet.jp/ilias

VIDEOVIDEO

今後の活⽤の仕⽅を検討︕、機器メーカーさんとの連携︕

③⾼度分析技能を持った技術者育成

②遠隔機器操作システムの構築

https://mst.gigakunet.jp/ilias


問題点 本ネットワークでの取り組み・採用項目・今後の方針
セキュリティ VPN回線(操作、データ転送）の整備およびTV会議との併用

VPNサーバー・クライアント遠隔利用システム（リガク）
操作性 ○操作パネル(日本電子、日立ハイテク）遅延がすくなければOK

◎タッチパネル（日本電子）遅延があっても気にならない
遠隔ソフト リモートデスクトップ ◎Zoom, ◎Teams, ○WebEx 

P to P遠隔ソフト ○LAPLINK, ◎NETOP(日本電子の情報) △Windows基本

遅延計測 ◎近隣高専(6ms程度)、○遠方高専(20ms程度）, △LTE(4G)(60ms) 5Gに期待
遠隔利⽤者講習 機器メーカーとの遠隔講習コンテンツ開発、遠隔インストラクタ育成
⾼度分析⽀援 オンデマンドだけでなくオンタイムでの技科大-高専-機器メーカーでの測定

機器提供機関の人材不足 完全遠隔システムへの移行推進（サンプル導入のみ）
機器メーカーとのアウトリーチ型機器操作学習コンテンツの作成（スマートグラス）
（日本電子、リガク）

外部機関との連携

学内マシンタイムの空きだけでなく、タイムシェア制を導入？
学内の講義･実習･実験のみならず全国高専との協働科目？
NMRネットワーク、TEMネットワーク
高性能機器は機器メーカーに依頼（アカデミックディスカウント）（阪奈NWの取組参考）
技術交流（新潟大学）技術職員の情報交換（ML, トラブル対応)(実施中）→高専に拡大

運⽤資⾦ 受益者負担額：増額、若手研究者優遇（スタートアップ支援）
論文数･特許出願数に応じてディスカウント

企業からの受託研究員受入、共同研究、受託試験による外部資金獲得
企業のリモートセカンドラボ構想（年毎の定額）（計画中）
周辺企業および全国高専周辺の企業との連携（実施中）

その他 海外協定校との共同研究、両技科大-高専とのコアファシリティ化、DX化を通じた教育連携

まとめ



https://www.nagaokaut.ac.jp/project/share/index.html
【SHARE HP】機器検索システム

【 SHARE ILIAS HP ‒ 外部サーバー 】
https://mst.gigakunet.jp/ilias/
【長岡技大 分析計測センター HP 】
https://mst.nagaokaut.ac.jp/aic/
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募集要項

  

本学の新型コロナウイルス対応 卓越大学院プログラム

文字サイズ 大 中 小

交通アクセス  お問い合わせ  English

サイト内検索

新着情報 イベント情報 お知らせ

2021年01月15日

2021年01月14日

2021年01月14日

2021年01月07日

2021年01月06日

技術科学イノベーション専攻　小笠原渉教授がNHK総合「チコちゃんに叱ら
れる」（令和3年1月29日放送）に出演します。

令和3年度大学入学共通テストを本学で受験される皆さまへ

新型コロナウイルス感染防止のための行動指針 【1月7日から当面の間】（1
月14日更新）

全学一斉休業について（1月8日）

令和2年度「学部卒業式・大学院修了式」について

新着情報一覧

受験生の方 高専の方 地域の方 企業の方 在学生の方 卒業生/校友会の方

大学案内 学部・大学院 センター 学生生活 教育 研究・技術開発 国際交流 入試 進路・就職

⻑岡技術科学⼤学のHP

ご清聴ありがとうございました。

さらに詳細な内容は以下のURLまで

https://www.nagaokaut.ac.jp/project/share/index.html
https://mst.gigakunet.jp/ilias/
https://mst.nagaokaut.ac.jp/aic/

